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い
。」
と
挨
拶
い
た
だ
き
、
裏
木
曽
国
有
林
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
「
二
代
目
大
ヒ
ノ

キ
」、
平
成
十
七
年
に
行
わ
れ
た
伊
勢
神
宮
式

年
遷
宮
の
「
御
用
材
伐
採
式
会
場
」、
深
緑
に

映
え
る
「
高
樽
の
滝
」、
協
議
会
の
活
動
の
場

で
あ
る
「
裏
木
曽
古
事
の
森
」
な
ど
を
巡
り
ま

し
た
。

　

要
所
で
は
、
大
野
森
林
技
術
指
導
官
、
安
田

首
席
西
股
森
林
官
は
じ
め
署
員
が
、
引
き
伸
ば

し
て
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
初
代
大
ヒ
ノ
キ
や
式
典

の
写
真
を
紙
芝
居
風
に
説
明
し
た
り
、
ト
チ
ノ

キ
の
大
木
を
見
上
げ
て
深
呼
吸
し
て
も
ら
う
な

ど
、
日
頃
か
ら
の
工
夫
を
活
か
し
て
ご
案
内
に

あ
た
り
、
一
行
に
は
、
樹
齢
三
〇
〇
年
を
超
え

る
裏
木
曽
な
ら
で
は
の
自
然
を
満
喫
し
、
人
間

の
力
が
及
ば
な
い
自
然
の
力
や
時
間
の
流
れ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

　

後
日
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
Ｃ

紙
の
地
方
欄
コ
ラ
ム
に
お
い
て
、
豊
か
な
自
然

に
触
れ
歴
史
を
学
ぶ
優
れ
た
場
と
し
て
木
曽
ヒ

ノ
キ
備
林
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
声

は
、
今
秋
開
催
予
定
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
見
学

会
「
ご
神
木
の
里
で
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
歴
史
と
文

化
を
語
ろ
ま
い
か
」（
主
催
：
裏
木
曽
古
事
の

森
育
成
協
議
会
、
共
催
：
東
濃
署
）
な
ど
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
八
月
十
八
日
、
黒
河
内
国
有
林
内

に
あ
る
大
阿
原
湿
原
に
お
い
て
上
伊
那
農
業
高

等
学
校
緑
地
創
造
科
二
年
生
三
十
二
名
の
参
加

を
得
て
、
歩
道
の
整
備
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
平
成
十
六
年
よ
り
始
ま
り
、
平

成
二
十
四
年
度
か
ら
は
（
一
社
）
林
業
土
木
協

会
天
竜
支
部
に
加
盟
し
て
い
る
建
設
会
社
等
の

皆
さ
ん
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
技
術
指

導
を
受
け
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
生
徒
を
三
班
に
分
け
、
古
く
な
っ

た
杭
の
交
換
や
排
水
部
分
の
改
修
な
ど
を
中
心

に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
林
業
土
木
協
会
の

方
々
か
ら
は
、
杭
の
打
ち
方
、
見
栄
え
が
良
く

綺
麗
な
ロ
ー
プ
の
張
り
方
な
ど
、
よ
り
実
践
的

で
細
か
い
部
分
ま
で
気
を
配
っ
た
指
導
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
作
業
中
の
高
校
生
同
士
も
意
見
を

交
わ
し
な
が
ら
、
次
第
に
細
か
い
部
分
ま
で
こ

だ
わ
り
良
い
出
来
栄
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
高
校
生
か
ら
「
杭
打
ち
や
ロ
ー
プ
の

張
り
替
え
な
ど
、
単
純
な
作
業
で
も
勉
強
に
な

る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
小
さ
い
と
こ

ろ
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
や
る
こ
と
の
大
切
さ
が

分
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
感
想
の
発
表
が
あ
り
、

実
際
に
現
場
で
働
く
林
業
土
木
協
会
・
当
署
職

員
と
の
作
業
は
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　

今
回
の
作
業
に
よ
っ
て
大
阿
原
湿
原
の
歩
道

は
、
よ
り
整
備
が
行
き
届
き
、
湿
原
の
景
観
を

楽
し
ん
だ
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
場
と
し
て

多
く
の
観
光
客
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
湿
原
の
整
備
を
通
し
て
、
地

元
高
校
へ
の
国
有
林
Ｐ
Ｒ
、
高
校
生
の
技
術
習

得
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

［
東
濃
署
］
岐
阜
県
の
「
森
と
木
と
水
の
環
境

教
育
支
援
事
業
（
緑
と
水
の
子
ど
も
会
議
）
」

の
一
環
と
し
て
、
恵
那
農
業
高
等
学
校
、
県
恵

那
農
林
事
務
所
、
東
濃
森
林
管
理
署
の
三
者
が

連
携
し
て
、
高
校
生
の
間
伐
体
験
と
木
曽
ヒ
ノ

キ
備
林
見
学
・
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
取

組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

八
月
七
日
、
岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高
等
学
校

環
境
科
学
科
の
三
年
生
七
名
が
、
森
林
管
理
の

一
つ
で
あ
る
「
間
伐
」
に
つ
い
て
学
び
、
中
津

二代目大ヒノキの前で参加された皆さん

杭打ちの技術指導を受ける高校生

高校生からの感想発表の様子

高樽の滝を望む昼食会場

大
阿
原
湿
原
に
て

�
高
校
生
と
歩
道
整
備

恵
那
農
高
校
生
が
森
林
管
理
を
学
ぶ

�

間
伐
体
験
と

�

木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
見
学
・
学
習
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川
市
阿
木
国
有
林
内
で
、
映
画
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｊ
Ｏ
Ｂ
！
」
の
伐
倒
指
導
を
し
た
恵
南
森
林
組

合
の
小
倉
さ
ん
、
藤
岡
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
間
伐
の
目
的
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

の
使
い
方
、
安
全
な
伐
倒
作
業
の
方
法
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
伐
倒
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
見
学
し
た
後
、
二
班
に
分
か
れ
、
全

員
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
間
伐
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。
立
木
の
伐
倒
は
初
め
て
と
い
う
生

徒
た
ち
で
し
た
が
、
伐
倒
方
向
を
確
認
し
受
け

口
を
作
り
、
水
平
を
意
識
し
て
追
い
口
を
入

れ
、
ツ
ル
を
切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
作

業
を
進
め
ま
し
た
。
伐
倒
木
が
傾
き
予
想
し
た

方
向
に
倒
れ
た
ヒ
ノ
キ
を
見
て
、
自
分
で
倒
し

た
こ
と
に
感
動
し
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、「
間
伐
の
や
り
方
を
分
か
り
や
す

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
、
学
校
林
を
間
伐
し
た
い
。」「
倒
し
た

い
方
向
を
正
確
に
決
め
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
。
で
も
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
と

思
い
ま
し
た
。」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
十
八
日
に
は
、
同
校
の
二
年
生

三
一
名
が
、「
日
本
三
大
美
林
の
一
つ
で
あ
る

木
曽
ヒ
ノ
キ
の
天
然
生
林
を
見
学
し
、
森
林
生

態
や
森
林
管
理
、
植
生
に
つ
い
て
学
ぶ
」
を

テ
ー
マ
に
、
裏
木
曽
国
有
林
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
の
成
立
過
程
や

森
林
管
理
に
つ
い
て
学
習
し
、
次
い
で
、
第

六
十
二
回
式
年
遷
宮
の
裏
木
曽
御
用
材
伐
採
跡

地
と
二
代
目
大
ヒ
ノ
キ
、
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ

が
上
下
に
合
体
し
て
い
る
「
合
体
木
」
を
見

学
し
、「
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
の
歴
史
や
成
立
過

程
を
知
っ
て
、
森
林
に
興
味
を
持
っ
た
。」「
太

く
、
樹
高
が
高
い
木
が
沢
山
あ
り
三
〇
〇
年
生

以
上
の
樹
木
に
生
命
力
を
感
じ
た
。」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
が
地
域

の
森
林
や
林
業
に
興
味
を
持
ち
、
将
来
、
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
連
し
た
職
業
に
就

い
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
岐
阜
県
の
「
森
と
木
と
水
の
環
境
教

育
支
援
事
業
（
緑
と
水
の
子
ど
も
会
議
）
」
は

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
清
流
の

国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」
を
活
用
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
八
月
二
十
九
日
、
土
岐
市
役
所
に

お
い
て
、「
土
岐
地
区
は
げ
山
復
旧
治
山
工
事
」

及
び
「
官
行
造
林
」
に
関
す
る
写
真
パ
ネ
ル

十
一
枚
を
、
東
濃
森
林
管
理
署
長
か
ら
土
岐
市

長
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
焼
き
物
（
美
濃
焼
）
の
産
地
と
し

て
発
展
し
て
き
た
こ
の
地
域
は
、
陶
土
の
採
掘

や
森
林
の
伐
採
に
よ
っ
て
昭
和
初
期
に
は
「
日

本
三
大
は
げ
山
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど

森
林
の
荒
廃
が
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昭
和
七
年
か
ら
四
十
五
年
に
か

け
て
、
土
岐
市
を
中
心
と
し
た
一
、五
七
六
㌶

に
お
い
て
、
国
の
直
轄
治
山
工
事
と
し
て
「
土

岐
地
区
は
げ
山
復
旧
治
山
工
事
」
が
施
工
さ

れ
、
当
時
最
新
の
土
木
技
術
と
約
一
七
五
万
人

の
労
力
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
三
十
年
代
に

か
け
て
、
国
が
土
地
所
有
者
と
六
〇
年
程
度
の

契
約
を
結
び
民
有
地
の
森
林
造
成
を
代
行
す
る

「
官
行
造
林
」
が
行
わ
れ
、
契
約
面
積
は
延
べ

五
七
六
㌶
に
及
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
今
で
は
着
実
に
森
林
が
再

生
し
、
同
治
山
工
事
は
、
県
や
市
の
取
組
と
と

も
に
「
後
世
に
伝
え
る
べ
き
治
山
」
全
国
六
〇

選
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
、
ま
た
、
官
行
造
林
地

は
、
本
年
、
四
六
㌶
が
土
岐
市
有
林
に
引
き
継

が
れ
た
の
を
最
後
に
全
て
の
契
約
が
満
了
し
て

無
事
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

東
濃
署
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
森
林
再
生

ヒノキとサワラの違いを学ぶ

合体木の説明を受ける生徒たち

贈呈した木製写真パネルの一部

指導を受ける生徒

土
岐
市
に「
治
山
工
事
」及
び

�「
官
行
造
林
」の
写
真
パ
ネ
ル
を
贈
呈
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の
歴
史
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
代
に
引
き

継
い
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
ア
カ

マ
ツ
を
植
栽
す
る
様
子
な
ど
を
記
録
し
た
当
時

の
写
真
や
資
料
を
引
き
伸
ば
し
て
東
濃
ひ
の
き

製
の
額
に
納
め
た
パ
ネ
ル
を
作
成
し
、
土
岐
市

に
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
間
島
署
長
か
ら
林
野
庁
が
実
施
し

て
き
た
治
山
工
事
及
び
官
行
造
林
の
経
過
に
つ

い
て
説
明
し
、
加
藤
土
岐
市
長
か
ら
は
、「
貴

重
な
資
料
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
。
国

等
の
事
業
が
当
地
域
の
復
旧
に
貢
献
し
て
き

た
歴
史
を
広
く
市
民
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
パ
ネ
ル
は
、
か
つ
て
の
は
げ
山
に

緑
が
甦
り
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る

「
陶
史
の
森
」
で
九
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
で
紹
介
さ
れ
た
後
、
同
森
内
の
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

か
つ
て
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
天
然
広
葉
樹
を
運
材

し
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
森
林
鉄

道
に
関
す
る
思
い
出
や
楽
し
い
出
来
事
な
ど

を
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

国
有
林
の
歴
史
を
示
す
貴
重
な
財
産
と
し

て
、
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
年
）
上
松
町
小

川
の
谷
間
か
ら
軽
便
（
森
林
鉄
道
を
走
る
汽

車
）
が
煙
を
な
び
か
せ
な
が
ら
伐
木
を
牽
い
て

走
っ
て
く
る
。

　

こ
れ
を
木
曽
川
の
対
岸
か
ら
見
て
い
る
と
車

輪
の
大
き
な
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
戦
後
間
も

な
い
昭
和
二
十
四
年
に
赤
沢
伐
採
事
業
所
へ
配

属
と
な
り
、
毎
日
赤
沢
の
山
の
中
を
動
き
回
っ

て
い
た
。
今
の
赤
沢
自
然
休
養
林
内
で
あ
る
、

こ
の
山
か
ら
伐
り
出
さ
れ
て
ゆ
く
伐
木
は
最
盛

期
に
は
一
輌
二
〇
石
（
約
五
立
方
㍍
）
積
載
で

一
日
に
一
六
輌
約
九
〇
～
一
〇
〇
立
方
㍍
に
も

な
る
。
材
木
の
長
さ
は
、
一
五
尺
に
伐
り
揃
え

ら
れ
、
ひ
の
き
、
ひ
ば
、
さ
わ
ら
材
が
夕
暮
れ

に
な
る
と
作
業
軌
道
を
下
っ
て
き
て
赤
沢
の
停

車
場
へ
到
着
す
る
。

　

そ
れ
を
ガ
ソ
リ
ン
機
関
車
が
入
れ
換
え
整
理

し
、
列
車
編
成
を
し
て
一
日
が
終
わ
る
。

　

翌
日
、
上
松
運
輸
営
林
署
の
蒸
気
機
関
車
が

受
け
取
り
に
来
て
、
最
大
八
輌
編
成
で
上
松
町

へ
向
か
っ
て
下
っ
て
行
く
。
こ
の
時
、
制
動

手
も
乗
務
し
て
速
度
調
節
を
し
て
い
た
が
時
代

と
と
も
に
エ
ア
ー
ブ
レ
ー
キ
に
切
り
替
わ
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
状
態
は
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で

続
き
、
十
二
月
に
入
る
と
山
は
休
眠
状
態
へ
と

移
行
し
て
ゆ
く
。

　

当
時
伐
採
現
場
は
、
中
立
沢
の
奥
地
で
起
伏

の
多
い
林
内
を
五
料
の
作
業
軌
道
で
結
ぶ
、
桟

橋
も
多
い
順
勾
配
で
八
キ
ロ
軌
条
（
レ
ー
ル
）

が
敷
設
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
軌
道
を
木
伐
積
載
車
は
数
台
連
結
し
て

動
力
無
し
で
自
走
す
る
の
で
あ
る
。
軌
道
は
自

走
を
容
易
に
す
る
よ
う
設
計
布
設
し
て
あ
る
た

め
勾
配
を
利
用
し
て
台
車
の
制
動
装
置
の
調
節

の
み
で
走
行
し
て
い
た
の
が
森
林
鉄
道
の
源
を

成
す
姿
で
あ
っ
た
。

　

や
が
て
十
年
が
過
ぎ
旧
田
立
村
の
滝
の
近
く

の
現
場
に
赴
任
す
る
と
森
林
鉄
道
の
先
に
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
運
伐
の
場
所
に
出
会
っ
た
。
傾
斜

一
五
度
以
上
の
急
斜
地
を
台
車
に
材
木
数
本
を

積
込
み
吊
り
降
ろ
す
の
で
あ
る
。
約
五
〇
〇
㍍

の
急
斜
面
に
軌
条
を
敷
設
し
そ
の
上
を
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ー
プ
で
胴
締
め
を
し
た
伐
木
を
台
車
毎

下
降
さ
せ
る
。
見
て
い
て
も
身
震
い
す
る
よ
う

な
軋き
し

み
で
伐
木
は
レ
ー
ル
の
上
を
下
っ
て
行

く
。
中
間
部
分
に
さ
し
か
か
る
と
、
復
線
に

な
っ
て
い
て
空
車
と
行
き
交
う
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

当
時
坂
下
営
林
署
管
内
に
は
田
立
の
ほ
か
神

坂
に
も
川
上
に
も
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
運
伐
が
残
さ

れ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
半
世
紀
前
の
森
林
鉄
道
に
繋

が
る
山
奥
の
状
態
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
今
に
思
う
と
森
林
鉄
道
の
源
は
作
業

軌
道
に
端
を
発
し
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

［
岐
阜
署 

揖
斐
森
林
事
務
所
］

首
席
森
林
官
　
小
枝 

幸
博

　

揖
斐
森
林
事
務
所
は
、
福
井
県
と
の
県
境
に

接
し
た
岐
阜
西
濃
地
域
に
位
置
し
、
中
部
森
林

管
理
局
管
内
で
は
、
最
も
西
に
あ
た
り
本
巣

市
・
揖
斐
川
町
に
所
在
す
る
八
団
地
、
面
積

九
、九
六
二
㌶
、
官
行
造
林
面
積
は
、
揖
斐
川

町
ほ
か
六
団
地
一
四
三
㌶
を
管
轄
し
て
い
ま

す
。

　

国
有
林
の
多
く
は
、
ブ
ナ
、
ナ
ラ
等
の
天
然

林
が
八
九
㌫
を
占
め
、
特
に
夜
叉
ヶ
池
周
辺

は
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
ヤ
シ
ャ
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
や
日
本
海
側
特
有
の
ブ
ナ
林
等
の
原
生川上国有林ブナ原生木

イベントで展示した写真パネルの説明

森
林
鉄
道
の
源

元
長
野
局
福
利
厚
生
課  

髙
倉 

章
氏

寄
　
稿

シ
リ
ー
ズ
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林
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
『
能
郷
白
山
ブ
ナ
植

物
群
落
保
護
林
』
や
『
越
美
山
地
緑
の
回
廊
』

と
し
て
七
、二
六
〇
㌶
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
野
生
動
植
物
の
生
息
や
生
育
環
境

が
保
全
さ
れ
て
い
る
中
で
登
山
や
自
然
観
察
な

ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
七
月
に
は
、
雨
乞
い
伝

説
の
一
三
五
㌔
㍍
を
自
ら
の
足
で
体
験
す
る
と

い
う
『
夜
叉
ヶ
池
伝
説
マ
ラ
ニ
ッ
ク
』
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
も
開
か
れ
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

登
山
道
入
口
に
は
、
福
井
森
林
管
理
署
と
連

携
し
入
林
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
、
入
林
者
数
を

調
査
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
昨
年
に
比
べ

天
候
が
悪
い
日
々
が
多
く
、
入
林
者
数
は
、
少

し
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
樫
原
谷
国
有
林
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
等
野
生
動
物
の
増
加
に
伴
い
、
造
林

木
の
被
害
が
多
発
、
今
年
度
か
ら
有
害
鳥
獣
捕

獲
を
職
員
で
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

く
く
り
わ
な
・
箱
わ
な
を
使
い
、
有
資
格
者

で
あ
る
非
常
勤
職
員
が
主
体
と
な
っ
て
わ
な
を

仕
掛
け
る
の
で
す
が
、
わ
な
の
か
け
方
・
捕
獲

の
仕
方
、
獣
道
等
の
足
跡
を
探
り
な
が
ら
の
作

業
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
一
の
貯
水
量
を
誇
る
徳
山
ダ
ム

の
北
側
に
位
置
す
る
門
入
国
有
林
は
、
徳
山
湖

を
渡
航
し
な
い
と
行
け
な
い
場
所
で
、
独
立
行

政
法
人
水
資
源
機
構
所
有
の
船
舶
及
び
公
用
車

を
借
り
、
先
日
、
署
長
他
四
名
の
職
員
で
調
査

に
出
か
け
ま
し
た
。
併
用
林
道
を
進
む
途
中
、

集
落
が
見
え
、
そ
こ
に
は
夏
場
だ
け
住
ん
で
い

る
方
が
自
給
自
足
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

車
両
と
徒
歩
で
何
と
か
国
有
林
の
入
口
ま
で

行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
一
日
の
行
程
で

は
こ
こ
で
引
き
返
す
の
が
や
っ
と
で
し
た
。

　

こ
の
揖
斐
川
森
林
計
画
区
は
、
今
年
度
か
ら

第
四
次
地
域
管
理
経
営
計
画
が
始
ま
り
、
山
地

災
害
防
止
・
自
然
環
境
の
維
持
・
保
全
等
の
主

た
る
事
業
の
他
、
特
に
分
収
育
林
・
官
行
造
林

の
契
約
満
期
に
伴
い
、
伐
採
・
更
新
・
保
育
等

が
計
画
ど
お
り
進
む
よ
う
署
・
関
係
機
関
・
地

域
住
民
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
秋
に
は
『
全
国
育
樹
祭
』
が

揖
斐
川
町
で
開
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
機
に
一
層
、
森
林
・
林
業
の
再
生

及
び
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

八
月
三
十
一
日
付

▽�

退
職
（
木
曽
署
薮
原
森
林
事
務
所
行
政
専
門

員
）�

古
畑　

光
雄

 

九
月
十
二
日
付

▽
休
職
（
木
曽
署
森
林
技
術
員
）

　
（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

�

牛
丸　

政
治

◎
第
二
回
森
林
管
理
署
長
等
会
議

　

10
月
６
日
～
７
日　

中
部
局

◎
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
現
地
見
学
会
）

　

10
月
８
日　
　
　
　

南
信
署
管
内

◎
架
線
系
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

　

10
月
28
日
～
30
日　

岐
阜
署
管
内

◎
造
林
事
業
現
地
検
討
会

　

10
月
29
日
～
30
日　

北
信
署
管
内

夜叉ヶ池登山の様子

捕獲されたニホンジカ

門入国有林遠景 徳山ダム湖と（独）水資源機構の船舶

人
の
う

ご
き
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飛騨森林管理署
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溶
岩
台
地
の
上
に
豊
富
な
樹
木
を
育
ん
で
き
ま

し
た
。

　

豊
富
な
樹
木
は
豊
か
な
水
を
供
給
し
、
溶
岩

台
地
の
絶
壁
か
ら
落
差
七
六
㍍
、
幅
八
㍍
の

「
白
水
の
滝
」
が
ま
る
で
一
筋
の
絹
糸
の
よ
う

に
流
れ
落
ち
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
那
智
、
華
厳
と
並
び
日
本
三
名
瀑
に

数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
六
三
年
に
完

成
し
た
大
白
川
ダ
ム
に
よ
り
上
流
で
取
水
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
春
か
ら
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

の
み
取
水
口
の
放
流
に
よ
り
姿
を
現
す
運
命
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
日
本
の
滝
百
選
に
も

選
出
さ
れ
て
い
な
い
「
幻
の
名
瀑
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

◆
白
山
ブ
ナ
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

　

ブ
ナ
や
ナ
ラ
の
巨
木
に
囲
ま
れ
た
白
山
ブ
ナ

の
森
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
日
本
で
も

指
折
り
の
原
生
林

の
ま
っ
た
だ
中
に

存
在
す
る
希
有
な

キ
ャ
ン
プ
場
で

す
。
何
百
年
も
の

森
の
歴
史
を
黙
し

て
語
り
か
け
て
く

る
森
の
巨
人
た
ち

は
、
こ
こ
を
訪
れ
る
人
々
に
深
い
感
銘
と
自
然

へ
の
畏
敬
の
念
を
植
え
付
け
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
様
々
な
自

然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、

そ
の
貴
重
な
立
地
と
と
も
に
人
気
も
上
昇
中
で

す
。

◆
白
水
湖

　

一
九
六
三
年
に
完
成
し
た
大
白
川
ダ
ム
は
、

名
瀑
を
儚
く
幻
に
し
ま
し
た
が
、
新
た
に
神

秘
的
な
白
水
湖
を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
貯
水
量
一
、四
〇
〇
万
ト
ン
を
誇
る
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
式
ダ
ム
は
湖
底
に
い
く
つ
も
温
泉
の
源

泉
が
湧
き
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
分
に

よ
り
湖
面
が
エ
メ
ラ
ル
ド
色
に
輝
き
、
深
い
緑

の
原
生
林
の
中
で
宝
石
の
よ
う
な
美
し
さ
を
輝

か
せ
て
い
ま
す
。

　

白
水
湖
は
白
山
登
山
道
平
瀬
道
の
出
発
点
、

急
な
登
山
道
か
ら
時
折
見
え
る
湖
面
は
、
天
候

や
場
所
に
よ
っ
て
様
々
な
色
や
表
情
で
微
笑

み
、
つ
ら
い
急
登
の
疲
れ
を
し
ば
し
癒
や
し
て

く
れ
る
女
神
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
ま
た
、
湖

畔
に
は
秘
湯
マ
ニ
ア
の
間
で
は
有
名
な
絶
景
を

誇
る
温
泉
露
天
風
呂
「
大
白
川
温
泉
」
が
あ

り
、
登
山
客
の
疲
れ
を
癒
や
す
こ
と
は
は
も
ち

ろ
ん
、
白
水
湖
を
訪
れ
る
人
々
の
心
の
オ
ア
シ

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
ダ
ム
の
上
流
に
は
、
手
取
層

群
と
呼
ば
れ
る
中

生
代
ジ
ュ
ラ
紀
か

ら
白
亜
紀
に
か
け

て
の
地
層
が
露
出

し
て
お
り
、
多
く

の
化
石
や
恐
竜
の

足
跡
が
発
掘
さ
れ

て
い
る
学
術
的
に

も
大
変
貴
重
な
区

域
が
あ
り
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

・
濃
飛
バ
ス

　
　

�

高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
平
瀬
温
泉

　
　

約
一
時
間
二
〇
分

・
自
家
用
車

　
　

東
海
北
陸
自
動
車
道
か
ら
平
瀬
温
泉
へ

　
　

白
川
郷
Ｉ
Ｃ
よ
り
南
へ
約
二
〇
分

　
　

荘
川
Ｉ
Ｃ
よ
り
北
へ
約
三
〇
分

　
　

平
瀬
温
泉
か
ら
大
白
川
へ

　
　

県
道
白
山
公
園
線
で
約
四
〇
分

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

白
川
郷
観
光
協
会

　
　

電
話
〇
五
七
六
九
―
六
―
一
〇
一
三

◆
平
瀬
温
泉
郷

　

白
川
村
平
瀬
は
世
界
遺
産
白
川
郷
荻
町
地
区

か
ら
南
へ
十
二
㌔
㍍
、
霊
峰
白
山
の
岐
阜
県
側

玄
関
口
と
し
て
古
く
か
ら
そ
の
名
を
馳
せ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
白
山
か
ら
湧
き
出
る
豊
富
な

温
泉
は
麓
の
平
瀬
地
区
ま
で
引
湯
さ
れ
、
宿
十

軒
と
日
帰
り
温
泉

施
設
を
擁
す
る
平

瀬
温
泉
郷
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

泉
質
は
含
イ
オ

ウ
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩

化
物
泉
で
美
肌
効

果
が
高
い
こ
と
か

ら
古
来
よ
り
「
子

宝
の
湯
」
と
呼
ば
れ
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

◆
白
水
の
滝

　

平
瀬
温
泉
か
ら
白
山
平
瀬
登
山
道
口
へ
至
る

道
は
、
渓
谷
を
横
切
り
、
ブ
ナ
や
ナ
ラ
の
巨
木

の
間
を
縫
う
よ
う
に
走
る
ま
さ
に
大
自
然
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
。
白
山
の
噴
火
で
流
れ
出
た
溶

岩
流
が
複
雑
で
切
り
立
っ
た
地
形
を
形
成
し
、

幻の名瀑「白水の滝」

エメラルド色に輝く白水湖

平瀬温泉郷

白山ブナの森キャンプ場

手取層群の貝の化石


